
別紙２

実
行
予
算

補
助
金

そ
の
他

自
治
事
務

法
定
受
託
事
務

 国庫
その他
特定
財源

 一般 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
拡
充

継
続

整
理
統
合

縮
減

休
止

廃
止

終
期
の
見
直
し

完
了

そ
の
他

見直し額

福井運動公園整備事業 元気な県政 ○ H24 2 1 ○ 1,254,861 597,162 592,000 65,699 ○ 0

養護教員研修事業 ○ H元 25 2 ○ 137 0 0 137 ○ ○ ○ △ 29

日本スポーツ振興センター共済掛金負担金 ○ S35 54 1 ○ 32,773 0 26,205 6,568 ○ ○ ○ ○ 0

学校保健会補助金 ○ S27 62 1 ○ 97 0 0 97 ○ ○ 0

子どもの目と歯の健康プロジェクト事業 元気な社会 ○ H23 3 1 ○ 1,612 126 0 1,486 ○ ○ ○ ○ 0

学校保健課題解決支援事業 元気な社会 ○ H24 2 1 ○ 551 551 0 0 ○ ○ ○ 0

性に関する教育指導推進事業 ○ H20 6 1 ○ 514 514 0 0 ○ ○ ○ 0

学校栄養職員研修 ○ H元 25 2 ○ 94 0 0 94 ○ ○ ○ 0

夜間学校給食費 ○ S58 31 1 ○ 979 0 0 979 ○ ○ ○ △ 187

「ふくいをおいしく食べる」食育推進事業 元気な産業 ○ H23 3 2 ○ 1,797 1,280 0 517 ○ ○ ○ ○ 0

学校安全防災推進事業 元気な社会 ○ H24 2 1 ○ 4,882 4,882 0 0 ○ ○ 0

被災児童・生徒就学支援事業 ○ H23 3 1 ○ 1,120 0 1,120 0 ○ ○ 0

小学校低学年体育支援事業 元気な県政 ○ H24 2 1 ○ 1,375 0 0 1,375 ○ ○ ○ 0

各種団体大会等補助 ○ ○ S24 65 9 ○ 46,873 0 0 46,873 ○ ○ ○ ○ ○ 0

地域スポーツ人材の活用実践支援事業 元気な社会 ○ H20 6 1 ○ 6,306 6,306 0 0 ○ ○ 0

福井県スポーツ推進審議会 元気な県政 ○ S37 52 1 ○ 886 0 0 886 ○ ○ ○ 0

各種団体補助（社会体育） ○ S25 64 4 ○ 64 0 0 64 ○ ○ ○ ○ 0

広域スポーツセンター事業 元気な県政 ○ H15 11 1 ○ 1,230 0 209 1,021 ○ ○ ○ 0

スポーツ少年団育成費 元気な県政 ○ S40 49 2 ○ 153 0 0 153 ○ ○ ○ 0

競技力向上費 元気な県政 ○ S41 48 1 ○ 700 0 0 700 ○ ○ ○ ○ 0

競技力向上対策本部事業 元気な県政 ○ ○ H23 3 1 ○ 3,939 0 3,939 0 ○ ○ ○ ○ 0

競技力向上対策事業費 元気な県政 ○ ○ S41 48 4 ○ 339,740 0 161,600 178,140 ○ ○ ○ 0

生涯スポーツ普及促進支援事業 元気な県政 ○ H22 4 1 ○ 1,000 0 1,000 0 ○ ○ ○ 0

１県民１スポーツ普及事業 元気な県政 ○ H25 1 1 ○ 1,256 0 0 1,256 ○ 0

県民スポーツ祭開催事業 元気な県政 ○ H17 9 1 ○ 13,500 0 0 13,500 ○ ○ 0

各種競技団体および大会補助 元気な県政 ○ S22 67 10 ○ 87,513 0 0 87,513 ○ ○ ○ 0

武道学園事業 元気な県政 ○ H元 25 1 ○ 4,129 0 4,038 91 ○ ○ 0

県立射撃場環境保全応急対策事業 ○ H15 11 1 ○ 106 0 0 106 ○ ○ 0

県立漕艇場・ボートハウス整備事業 元気な県政 ○ H24 2 2 ○ 21,460 21,071 0 389 ○ 0

29 20 9 3 57 29 0 1,829,647 631,892 790,111 407,644 7 5 4 4 0 4 1 2 9 3 4 1 6 1 1 1 4 21 2 1 0 0 0 0 1 △ 216

平成２５年度事務事業評価結果(課・室)総括表

（単位：千円）スポーツ保健課

会計区分

課・室名

一般会計

 評 価 に 基 づ く 今 後 の 対 応活動指標1結果分類事務区分 活動指標2結果分類 成果指標2結果分類成果指標1結果分類

事            業           名
福井新々元気宣言
における位置付け

平成
25年度
予算額

 財源内訳同一
カルテ
内に
含ま
れる
事業
数

経過
年数

事業区分

事業
開始
年度



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H30 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

9,800

9,800

8,845

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

事 業
区 分

国　庫 実行予算

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化 その他 そ の 他

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井運動公園整備事業 含まれる事業数

法定受託事務

[事業目的]

　平成３０年に本県で開催される「福井しあわせ元気国体」に向けて、大会の競技会場や選手強化の拠点および将来にわたる利用を念頭に福井運動公園の整備を行う。

［事業内容］

　福井運動公園整備に向けた設計業務ならびに改修工事等の実施
　（全１１施設）
　　体育館、陸上競技場、補助陸上競技場、ラグビーサッカー場、屋内陸上練習場、野球場、テニス場、水泳場、補助球場、少年運動公園、外構

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 168,725 1621.7％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,254,861 12704.7％

決 算 額 の 推 移

活動 目標値、指標の設定が困難

事業効果 指標

の推移 成果 目標値、指標の設定が困難

指標

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,254,861 福井運動公園の整備を行うことにより、「福井しあわせ元気国体」の競技会場や選手
強化の拠点および将来にわたる利用に寄与する。

財源内訳

国　　　　　庫 597,162

その他特定財源 592,000

一　般　財　源 65,699

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　平成３０年の国体に向けて円滑な整備が可能となるよう、基本設計を完了することができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　詳細な実施設計業務を継続し、出来るだけ早期に供用開始できるよう努めていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－ 1 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

2 □ ■ H元 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 25 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

167 150 135 135

167 150 135 135

149 150 89 102

9 8 5 9

10 6 12 6

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針

・

そ の 他

見　直　し　額

■

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

137

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

　養護教諭は各学校に1人しか配置されていない職種であり、個々の生徒に対応でき
るよう定期的な集団研修等が有効であるため、研修受講者が増えることで学校での
児童・生徒に対する保健指導等に寄与する。

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

5

平成25年度予算額

137

 学校に1人しか配置されていない職種であり、日常の勤務におけるO.J.Tが実施できない職種であ
ることから、職種毎の定期的な集団研修は有効である。

△ 8.5％

成果

受講者数（新規）

受講者数（５ヵ年、１０ヵ年）

10

□

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） /20～　研修講師の見直しを実施
　（一般研修と合同で実施できるものは合同開催）

137

△ 4.7％

△ 4.7％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫養護教員研修事業

　養護教諭は学校に1人しか配置されていない職種であり、多くの健康課題に対応する能力を養う
ために、新規採用養護教員研修を実施していく必要がある。今後は5ヵ年および10ヵ年経験者研修
を合同開催するなどの見直しを踏まえ、変化していく健康課題や児童生徒への対応を適切に行える
資質向上を図る。

一　般　財　源

□

△ 29

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

目標値、指標の設定が困難

Ⅲ指標 △ 1.7％

[事業目的]

　先輩養護教諭や専門医等による実践的な研修を行い、新規採用養護教諭の資質向上を図る。
　また、教職経験５ヵ年及び１０ヵ年を経過した養護教員を対象として現代的課題への対応や個々の事例に対応できる能力を身につけるためのより高度な専門研修を実施する。

　新採用研修
　　・校外研修　１２日　・校内研修　１５日
　５ヵ年経験者研修
　　・校外研修　３日
　１０ヵ年経験者研修
　　・校外研修　７日

[予算額および指標の推移等]

２５年度

137
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

10.6％ Ⅰ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 2 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ □ S35 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 54 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

34,459 34,067 34,383 34,158

34,067 34,383 34,158 33,978

34,067 34,383 34,158 33,978

19,134 19,315 19,176 19,068

96.9 96.9 97.1 97.1

1,576 1,561 1,616 3,136

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

6,568

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

/24　死亡見舞金給付実績あり　（給付金　28,000千円、1名）

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

26,205

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

平成25年度予算額

32,773

　学校管理下における事故発生時に、療養に要する費用の4/10を支給する負傷・疾病に対する給付
や傷害・死亡に対する見舞金の制度活用により、治療等の早期対応が図られている。

△ 25.1％

32.2％１人当りの給付額

成果

災害共済加入者数

災害共済加入率

18,349

■

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円）

32,773

△ 0.3％

△ 1.0％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫日本スポーツ振興センター共済掛金負担金

　学校管理下において事故が発生した場合、治療など早期対応が必要であるため、継続して各保護
者に対して当該災害給付制度を十分に周知していく。

一　般　財　源

□

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

Ⅳ

Ⅱ

平均年間給付額（円/人）

加入者数／在学者数×100

指標

97.3 0.1％

[事業目的]

　県立学校の管理下における児童・生徒の災害の給付に関する共済掛金の負担

　日本スポーツ振興センター共済掛金の負担金
　　（独立行政法人日本スポーツ振興センター法に基づく）

[予算額および指標の推移等]

２５年度

33,978
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

△ 1.0％ Ⅲ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 3 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

1 □ □ S27 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 62 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

150 135 120 108

150 135 120 108

150 135 120 108

96,285 95,180 94,178 93,078

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

97

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

　福井県学校保健会に対する補助

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

事務区分経過年数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅲ

　養護教諭、学校医等で組織される学校保健会は、健康づくりに向けた各学校での取
組を共有するなどして、学校での児童・生徒に対する保健指導等に寄与している。

 〕　／　整備目標

完　　了

■

97

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　学校医・学校歯科医・学校薬剤師および学校関係者で組織される学校保健会に対し補助し、学校保健の研究と普及および発展を図る。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

・消費税増に伴う生徒負担金の見直し
（平成２６検討）

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

□

見　直　し　額

□
　学校保健の研究と普及および発展、児童・生徒の健康保持増進に寄与している。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

学校保健会補助金

縮　　減

特　記　事　項

目標値、指標の設定が困難

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

　消費税増に伴う将来的な生徒負担金の見直しを検討しながら、学校保健の研究・実践に寄与する
学校保健会への助成等について検討していく。

△ 0.9％

97

△ 10.3％

活動

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

97

△ 10.4％

学校保健会加入者数

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

△ 10.3％

指標

92,962

－ 4 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

1 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H28 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,003 961

1,003 961

914 798

271

199 200

99.7 100.0

30.8 33.8

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 95.5% 〕

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　養護教諭等により小学１、２年生に対して歯垢染色剤やリーフレットを活用した歯磨き教室や歯
磨きテストを行い、歯磨き習慣の定着を図ったほか、小学１、２年生や平成26年度入学予定児に対
し、目を大切にする健康カードを配布し、近視予防につながる生活習慣の定着を図った。 □ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■

　各学校で学校歯科医と連携した歯磨き指導を実施していくとともに、全ての永久歯が生え変わる
前の小学３、４年生においても歯磨き教室を開催するなど、子どもの歯の健康づくりを推進してい
く。また、目の健康を定着させるため、正しい生活習慣を身につけるための健康カードによる近視
予防活動を継続していく。

見　直　し　額

一　般　財　源 1,486

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 1,612 ※学校保健課題解決支援事業の一部を活用（126千円）

財源内訳

国　　　　　庫 126

その他特定財源

28 38.0% 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況 むし歯のない小学生割合（％） 36.3%  〕　／　整備目標

0.2％ 受講者数/児童数 Ⅱ

指標 むし歯のない小学生割合（％） 36.3 8.6％ 学校保健統計から抜粋 Ⅰ

の推移 成果 歯磨き教室受講率（％） 100.0

事業効果 指標 歯磨き教室開催校 200 0.3％ （休校を除く） Ⅱ

活動 歯磨き講習会受講者（教員）数

31.8％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,612 31.8％

決 算 額 の 推 移 △ 0.0％

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

　・目の健康プロジェクト
　　　就学前の子どもおよび保護者等に対して、目の健康を守る生活習慣を定着させるため、リーフレット等を配布
　　　小学校１・２年生の児童が意欲的に目の健康を守る生活習慣の定着させるため、生活習慣チェックカードを配布
　・歯の健康プロジェクト
　　　小学校の１・２年生の児童に対して歯垢染色剤やリーフレットを活用した正しい歯みがき教室の開催等を実施
　　　（開催後、再度、歯磨きテストの実施により正しい歯磨きを定着）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,612

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

法定受託事務

[事業目的]

　子どもの目と歯の健康づくりのため、就学前の児童や小学校１、２年生に対して、近視予防対策の実施や正しい歯みがき教室を開催

含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

［事業内容］

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 子どもの目と歯の健康プロジェクト事業

すぐれた医療と支えあいの福祉 その他 そ の 他

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

－ 5 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

1 ■ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ H26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,052

746

534

2

2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

活動

成果

学校保健課題解決支援事業 含まれる事業数

決 算 額 の 推 移

連絡協議会の開催

区　　　　　　分

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

　①連絡協議会の設置～啓発活動の実施～健康相談会等の開催【県】
　　協議会構成：１０名（学校医代表３名、小中高等学校長代表３名、養護教諭代表１名、栄養士研究会代表１名、健康増進課１名、スポーツ保健課１名）
　
　②支援チームの設置～健康課題研修会等の開催【市町委託】
　　チーム構成：１０名（学校医代表３名、小中学校長代表２名、保健主事代表１名、養護教諭代表１名、栄養教諭代表１名、市町保健師１名、市町教委１名）
　　各学校に専門医を派遣し、学校の健康課題に応じた研修会や健康相談会を開催（小児科医、助産師、歯科医、眼科医等を派遣）

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

551

551

区　　　　　　分

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源

財源内訳

目標値、指標の設定が困難

事業効果

の推移

支援チームの設置市町数指標

 〕　／　整備目標

一般会計

事　業
開　始
年　度

結果分類

部（庁）

実行予算

補 助 金

そ の 他

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

拡　　充

継　　続

□

　市町全体で取り組む推進地域を設定したことで、学校・家庭・地域の関係機関が健康課題につい
て関心を高め、解決のために意識を持って取り組む体制が作られた。

　本県の主な子どもの健康課題である目と歯について、県内一円を対象とした研修会を開催し、各
地域の取組や専門医による啓発活動を充実していく。また、アレルギーにも対応できるよう、専門
医を派遣することで地域の活動を促進していく。

■

見　直　し　額

□

□

□

千　円

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

評価に基

づく今後

の 対 応

縮　　減

休　　止

整理統合

□

廃　　止

□

□

□ 終期の見直し

そ の 他

特　記　事　項

　養護教諭は各学校に1人しか配置されていない職種であり、個々の健康課題に対応
できるよう各種研修を実施しているが、モデル的に各地域ごとの健康課題を設定し、
学校および地域が一体となった保健活動等の充実を図る。

完　　了

計 画 の 達 成 状 況

指標

事業開始後の見直し状況

551 △ 26.1％

0.0％

0.0％

元気な社会
事業終了
予定年度

すぐれた医療と支えあいの福祉

551

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

△ 47.6％

〕　　　＝　　　〔

2

2

Ⅱ

Ⅱ

特別会計
企業会計

会計区分

［事業内容］

[事業目的]

　子どもの現代的な健康課題に対応するために、地域の専門家、専門機関との連携を図り、地域全体で学校保健活動を推進する体制づくりを強化し、専門医等による指導助言を受け、児童生徒の
　健康教育・健康管理の充実を図る。

事      業      名

法定受託事務

事務区分経過年数

－ 6 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

1 ■ ■ H20 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 6 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

685 1,114 786

933 1,114 400

570 687 301

16 12 4

5 4 3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

514

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

Ⅳ

　①性教育出前講習会の開催
　　産婦人科医会、助産師会、臨床検査技師会等から講師を派遣　（６回）

　②指導者の育成
　　公開授業打合会の実施（１回）、公開授業および研究協議会の実施（３回）、指導案検討会の実施（３回）

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

△ 15.0％

事務区分経過年数

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅳ

　性教育出前講習会の開催等により、学校における性教育の充実に寄与する。

 〕　／　整備目標

完　　了

□

694

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　近年、性の逸脱行動や若年層の性感染症増加などが問題となっており、学校における性教育の充実が喫緊の課題となっているため、発達段階に応じた性教育が実施されるよう、
　効果的な指導法等の普及を図る。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

■

見　直　し　額

□
　県内教職員に対して、性に関する指導の重要性を伝達し、協議会や講習会等を通じて発達段階に
応じた指導法を周知することができた。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

性に関する教育指導推進事業

縮　　減

特　記　事　項

目標値、指標の設定が困難

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

公開授業、研究協議会の実施

　性に関する意識や価値観の多様化、性の逸脱行動等が大きな社会問題になる中、今後も継続して
市町単位の研修会を開催し、教員・保護者等に対して性に関する指導法等を普及していく。

△ 5.6％

△ 5.4％

活動

決 算 額 の 推 移

514

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

514

△ 17.8％

出前講習会の開催

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

7.2％

指標

7

3

－ 7 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

2 □ ■ H元 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 25 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

203 182 97 168

203 182 97 168

195 119 39 40

1 2 1

5 5 4 3

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

■

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

94

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

　栄養職員は各学校に1人しか配置されていない職種であり、個々の生徒に対する食
育指導には定期的な集団研修等が有効であるため、研修受講者が増えることで学校
での児童・生徒に対する指導等に寄与する。
※/23　新規採用学校栄養職員　0名

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

1

平成25年度予算額

94

　各学校に1名しか配置されておらず、日常の勤務におけるO.J.Tが実施できない職種であることか
ら、職種毎の定期的な集団研修は有効である。

△ 34.5％

成果

受講者数（新規）

受講者数（５年、１０年）

3

□

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） /20～　研修講師の見直しを実施
　　　　　（一般研修と合同で実施できるものは合同開催）

94

△ 7.0％

△ 7.0％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫学校栄養職員研修

　学校等に1名しか配置されていない職種であり、多くの今日的課題に対応する能力を養うため
に、当該研修を実施していく必要がある。今後は5ヵ年および10ヵ年経験者研修を合同開催するな
どの見直しを踏まえ、職員の資質向上に努めていく。

一　般　財　源

□

0

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

目標値、指標の設定が困難

Ⅳ指標 △ 27.9％

[事業目的]

　学校栄養職員等による実践的な研修を行い、新規採用の学校栄養職員の資質の向上を図る。
　また、栄養教育の充実と衛生管理の徹底を図るため、経験年数５年および１０年の学校栄養職員を対象として、栄養に関する知識と自己の管理能力を身に付けさせるため高度な専門研修を行い、
　資質の向上を図る。

　新採用研修
　　・校外研修　１２日間　・校内研修　１５日間
　５ヵ年経験者研修
　　・校外研修　３日間
　１０ヵ年経験者研修
　　・校外研修　５日間

[予算額および指標の推移等]

２５年度

94
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

83.3％ Ⅰ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 8 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ S58 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 31 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,047 1,027 1,006 1,132

1,047 1,027 1,006 1,132

626 533 574 642

12,509 16,928 16,140 19,097

33.6 36.9 33.7 37.4

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

979

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

　全生徒に受給するものでなく、経済的余裕がない世帯に対してのみ、給食費などの
支援により勤労学生の修学を促進している。≪他県実施状況：32/47都道府県≫

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

平成25年度予算額

979

　勤労学生に対する教育の重要性から、教育の機会均等を保障することを目的とし、給食に要する
経費を支援することで勤労学生の修学が促進されている。

1.6％

成果

年間延受給人数

受給率（％）

□

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） /18～　国庫補助の廃止により、1食あたりの単価を76.11円から50円に見直し

979

△ 1.2％

△ 1.2％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫夜間学校給食費

　在籍生徒の多くが生活困難者であり、家計を圧迫させず教育の機会均等を保障するため、勤労学
生に対して、栄養面・経済面・時間面において給食を実施することは重要である。支援について
は、国の高校奨学給付金を活用することで新１年生から制度を見直していく。

一　般　財　源

□

△ 187

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

■

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

Ⅱ受給実人員／在学生徒数×100

指標

4.0％

[事業目的]

　働きながら学ぶ夜間学校生徒の身体の健全な発達に資し、普及充実を図る。

　・夜間定時制学校の夜間給食に要する支援
　　　県立定時制高校　５校（鯖江、武生、敦賀、若狭、道守）

[予算額および指標の推移等]

２５年度

979
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

16.3％ Ⅰ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 9 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

2 ■ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H27 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 3 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,743 1,560

1,743 1,435

1,368 1,162

2 2

57 55

60.3 60.1

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 85.4% 〕

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　食に関する交流学習を通じて、今まで食べたことのない郷土料理や地域の特産物を学ぶことで、
食育の充実が図られた。また、栄養教諭によるシンポジウム形式の実践発表会を行ったことで、各
学校での食育の充実につながった。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　給食献立の多様化を図るため、コンテストや研修会を継続するとともに栄養教諭等の参加につい
ても促進していく必要がある。また、給食の外部評価を実施して客観的な評価・改善点を把握して
いくなど、給食の交流学習を通じた食育活動を継続していく。このほか、石塚左玄の唱えた「一物
全体食」の考えを取り入れるなど、子どもたちが和食を味わう機会を増やしていく。

見　直　し　額

一　般　財　源 517

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 1,797

財源内訳

国　　　　　庫 1,280

その他特定財源

26 70.0% 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況 学校給食をおいしいと感じる子どもの割合（％） 59.8%  〕　／　整備目標

△ 0.4％ Ⅲ

指標

の推移 成果 学校給食をおいしいと感じる子どもの割合（％） 59.8

Ⅱ

事業効果 指標 調理従事員研修会参加者 57 0.0％ Ⅱ

活動 食に関する交流学習学校数 2 0.0％

△ 0.9％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,797 △ 21.5％

決 算 額 の 推 移 △ 17.7％

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

　①学校給食を通じた児童生徒の相互交流≪国庫委託≫
　　県内２地域を指定し、食に関する交流学習を実施（互いの地域の特産物や郷土料理を活用した給食の実施、食育活動実践発表会を開催　等）
　　学校給食調理コンテストの実施（学校給食会と共催）
　②調理従事員研修会の開催≪県単≫
　　学校給食調理従事員を対象とした、県内各市町の特産物・郷土料理を活用した献立等の研修会の開催
　③学校給食アドバイザーによる外部評価を実施≪県単≫
　　給食の試食を行い、客観的な評価・改善点を把握（２５箇所/年）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,714

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

法定受託事務

[事業目的]

　地場産食材を利用したおいしい給食の提供と、地域に根差した食育の充実を図るため、学校給食を通じた児童生徒の相互交流等を実施する。

含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

［事業内容］

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な産業 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 「ふくいをおいしく食べる」食育推進事業

新しい方向をひらく農林水産業 その他 そ の 他

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

－ 10 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

1 ■ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

5,600

4,796

4,013

10

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 学校安全防災推進事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

日本一の安全・安心（治安向上から治安実感へ）

　実践的な避難訓練等の実施
　　各市町の希望や学校の実情に応じて、緊急地震速報装置等の先進的な科学技術やアドバイザーを活用した避難訓練等を行う実践校を指定し、防災教育を推進（約１０校）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な社会

法定受託事務

[事業目的]

　東日本大震災のような地震、台風等による風水害等の甚大な自然災害が頻繁に発生していることから、安全・安心な学校生活が確保されるよう、本県防災教育の手引きを策定し、学校における
　危機管理マニュアルを見直すことで学校安全体制の強化を図る。

［事業内容］

その他 そ の 他

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 4,882 △ 12.8％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 4,882

実践校による避難訓練等の実施 10 0.0％

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

1.8％

決 算 額 の 推 移

Ⅱ

事業効果 指標

活動

の推移 成果

指標

目標値、指標の設定が困難

　手引きの策定により、学校における危機管理マニュアルの見直しを図り、県全体で
の防災教育等の充実に寄与する。

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

一　般　財　源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 4,882

国　　　　　庫 4,882

その他特定財源

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □ 終期の見直し
　津波被害を想定する10校に緊急地震速報装置を設置し、防災アドバイザーを活用した避難訓練等
を実践した。また、本県が策定した「防災教育の手引き」などの活用により、各学校において訓練
を通した危機管理マニュアルの見直しを行い、防災教育の充実を図った。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

　今後は、引き続き「防災教育の手引き」などを十分活用し、震災時に放送機器が使用不能となる
場合の連絡方法や保護者への引き渡しのタイミングをどうするかなどの課題を研究していく。ま
た、津波被害が想定される学校には引き続き緊急地震速報装置を優先設置するとともに、防災アド
バイザーを活用した実践的な防災教育をさらに充実させていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

－ 11 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ □ H23 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ H26 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 3 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

5,150 3,932

2,566 1,768

2,219 1,723

68 53

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　本事業により東日本大震災等で被災した児童・生徒、その保護者の経済的負担の軽減を図ってい
る。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　今後も引き続き実施することで、児童・生徒、その保護者の経済的負担の軽減を図っていく。

見　直　し　額

一　般　財　源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 1,120 　この事業の目的は、東日本大震災等により被災した児童・生徒、その保護者の経済
的負担を軽減することにあり、定量的に測定することは困難である。

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 1,120

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

目標値、指標の設定が困難

指標

の推移 成果

Ⅰ

事業効果 指標

活動 補助対象人数 △ 22.1％

△ 35.2％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,120 △ 33.9％

決 算 額 の 推 移 △ 22.4％

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

　・被災児童生徒就学援助事業（医療費、学校給食費）
　　対象者：県内公立小中学校に就学する児童・生徒で、市町が行う就学援助事業（医療費、学校給食費）の対象となった被災児童・生徒

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 2,094

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

法定受託事務

[事業目的]

　県において「福井県高校生修学等支援基金」を活用し、公立小中学校に在籍する被災した児童・生徒、その保護者の経済的負担の軽減を図る。

含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

［事業内容］

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 被災児童・生徒就学支援事業

その他 そ の 他

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計
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別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

1 □ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H26 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,605

1,605

1,344

6

608

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 25 年度整備水準〔　　 年度　〔 58.6% 〕

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　外部指導者と連携した学校では、運動遊びが好きになるほか休み時間に外に出て遊ぶ子どもが増
えた。教員も外部指導者の授業を見て、より運動が楽しめる授業のノウハウや運動のコツを学び、
授業に活用することができた。 ■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　今後も運動遊びが好きな子どもがさらに増やしていくため、実践校の公開授業等に各市町の他教
員が参加できるようにするほか、実践校以外の教員の指導力を高めるため「教育情報フォーラム」
を活用することで、より多くの教員に周知を図っていく。 見　直　し　額

一　般　財　源 1,375

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 1,375

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

26 1,800 〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況 参加児童数 1,054  〕　／　整備目標

△ 26.6％ Ⅳ

指標

の推移 成果 実践児童数 446

Ⅱ

事業効果 指標

活動 実践校の指定 6 0.0％

△ 14.3％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,375 △ 14.3％

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

　①実践校による活動　※１７市町へ委託（６市町/年を対象に各市町で実践校を設置）
　　実践校における実施内容は各学校で決定するが、週１回以上活動を行い、ニュースポーツを含めて児童にできるだけ多様な運動を体験させる。
　　また、体育授業に外部指導者を活用し、児童に多様な運動を楽しむ機会を設ける。
　②各市町における活動内容の検討・検証（検討会設置）
　　事業開始時と年度末に、実践活動について検討および検証し、結果について各種研修会を通じて実践活動を周知するほか、「教育情報フォーラム」を活用して各教員が情報を共有することで
　　普及啓発を図る。≪メンバー　１６名：学識経験者１名、市町教委・実践校１２名、スポーツ保健課２名、外部指導者１名≫

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,375

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

法定受託事務

[事業目的]

　１県民１スポーツの実現などに資するため、小学生低学年から運動することの楽しさを味わわせることで、各児童生徒の発達に応じて様々なスポーツを体験する意欲を育む。

含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

［事業内容］

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 小学校低学年体育支援事業

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化 その他 そ の 他

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

－ 13 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

9 □ □ S24 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ ■ 65 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

47,287 59,242 51,752 148,606

47,287 58,696 47,944 134,068

47,020 55,957 47,161 133,294

197 294 225 296

610 574 578 519

21 18 10 14

86 59 81 76

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

46,873

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

　本県の競技力を支える中学生・高校生が北信越大会や全国大会に出場することが
本県の競技力向上に寄与している。

　/24　全国高等学校総合体育大会北信越ブロック開催
　　　　（福井県開催競技：体操・新体操、ホッケー、バドミントン、なぎなた）

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

611

平成25年度予算額

46,873

　本県の競技力を支えているのが中学生・高校生であるとともに、全国大会出場による体育・ス
ポーツの振興も図られている。

62.0％

△ 1.1％73高校生の全国大会入賞実績

成果

中学生の全国大会参加者数

中学生の全国大会入賞実績

高校生の全国大会参加者数

227

■

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） /22～　補助率を見直し
・全国高等学校定時制通信制体育大会派遣費補助金
　補助率を他と同様に旅費1/2、宿泊費1/3に見直し

46,873

33.0％

30.1％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫各種団体大会等補助

　全国大会等へ出場する本県中学生や高校生に対する支援は選手育成の面からも重要であるため、
今後も継続した支援を行っていく。

一　般　財　源

□

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

Ⅲ

Ⅲ

個人・団体（全国高校総体、国体、全国選抜大会）

個人・団体（全中大会）

Ⅱ指標 0.6％

15 △ 2.9％

[事業目的]

　学校体育関係団体、各種大会などに要する経費の一部を支援することにより、体育・スポーツの振興を図る。

　・福井県高等学校体育連盟補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・全国中学校体育大会派遣費補助
　・全国高等学校総合体育大会派遣費補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　・北信越中学校総合競技大会派遣費補助
　・北信越高等学校体育大会派遣費補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ・全国高等学校定時制通信制体育大会派遣費補助
　・北信越高等学校定時制通信制総合体育大会派遣費補助　　　　　　　　　　　・諸補助・負担金

[予算額および指標の推移等]

２５年度

47,895
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

8.5％ Ⅰ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 14 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 保健・防災教育 Ｇ

1 ■ ■ H20 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 6 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

6,610 8,294 6,031 4,987

7,565 4,078 4,477 1,873

7,072 3,927 4,408 1,832

83 65 71 58

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

6,306

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

　①地域スポーツ人材活用促進委員会の開催
　②地域スポーツ人材の配置
　③地域スポーツ人材と部顧問の連携の仕方等について、意識・実態等の調査実施

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

事務区分経過年数元気な社会

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅰ

　この事業の目的は、地域スポーツ人材の活用により部活動の活動内容を充実する
ことにあり、定量的に測定することは困難である。

 〕　／　整備目標

完　　了

□

日本のモデル「福井の教育」

4,961

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　運動部活動や中学校での体育の授業等に地域スポーツ人材を活用する上での課題を解決し、運動部活動の充実および児童の実態に即した体育指導に資するとともに、地域スポーツ人材の活用を一層促進
する。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

■

見　直　し　額

□
　地域の外部指導者の活用が進み、教員の多忙化解消や生徒の部活動充実が図られたほか、指導者
と顧問との役割分担による指導の効率化や能力差に応じた個々への指導ならびに指導上の安全面へ
の配慮が進んだ。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

地域スポーツ人材の活用実践支援事業

縮　　減

特　記　事　項

目標値、指標の設定が困難

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

　今後も指導者を求める学校が見込まれることから、教員の多忙化解消や部活動充実に向けて事業
を継続していく。

9.1％

35.6％

活動

決 算 額 の 推 移

6,306

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

6,306

△ 30.2％

地域スポーツ人材活用人数

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

△ 4.9％

指標

97

－ 15 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ S37 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 52 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

144 1,223 1,223 1,221

144 147 0 712

0 0 0 698

0 0 0 3

35.0 36.8

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　24年度にとりまとめた「福井県スポーツ推進計画」中間とりまとめを基に、県民パブリックコメ
ントを行ったうえで、審議会により25年7月に「福井県スポーツ推進計画」を策定した。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　「福井県スポーツ推進計画」の施策目標に対する達成状況の評価や県政マーケティング調査によ
り、定期的に県民のスポーツ活動に対する実態やニーズを把握したうえで、施策の展開を図ってい
く。 見　直　し　額

一　般　財　源 886

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 886 ～/23　　 福井県スポーツ振興審議会条例
   /24～　福井県スポーツ推進審議会条例（24.2月議会　改正）
　　　　　（振興審議会　⇒　推進審議会）

・国のスポーツ基本法制定に合わせて審議会等を開催（23年度まで開催実績なし）

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

5.1％ 県内不特定多数の2,500人に調査（県政マーケティング調査） Ⅰ

指標

の推移 成果 スポーツ実施率（％）

Ⅳ

事業効果 指標

活動 審議会の開催 1 △ 66.7％

180.4％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 886 137.0％

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

　・福井県スポーツ推進審議会の開催　≪スポーツ基本法、福井県スポーツ推進審議会条例≫
　　　地方スポーツ推進計画その他のスポーツの推進に関する重要事項を調査審議する。（委員）計１５名
　・福井県スポーツ推進基本計画の策定

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 886

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

法定受託事務

[事業目的]

　教育委員会または知事の諮問に応じて、スポーツ推進に関する事項について調査審議するとともに、これらの事項に関して教育委員会または知事に建議する。

含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

［事業内容］

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 福井県スポーツ推進審議会

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化 その他 そ の 他

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

－ 16 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

4 □ □ S25 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 64 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

132 121 361 102

132 121 361 102

132 121 361 102

551 546 546 550

18 20 23 24

3,670 10,849 11,233 11,742

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

64

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

・北陸地区体育指導委員研修会補助金については、北陸地区で持ち回り開催
　※4年に1度本県開催（前回23年度開催⇒27年度本県開催予定）
・総合型地域スポーツクラブの設立後について、県はクラブ運営や事業推進について
の指導を行う役割に転換。

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

平成25年度予算額

64

　生涯スポーツ社会の実現に向け、県民を取り巻くスポーツ環境の整備を図るために、市町や各種
団体等に対する支援により、生涯スポーツの普及拡大を行う必要がある。

39.4％

50.7％11,634総合型地域スポーツクラブ会員数

成果

体育指導委員数

総合型地域スポーツクラブ数

549

■

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円）

64

20.3％

20.3％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫各種団体補助（社会体育）

　生涯スポーツ社会の実現のため、地域のスポーツ環境整備が急務である。特に、受益者負担およ
び地域住民により自主運営される総合型地域スポーツクラブの育成が必要である。一部団体補助金
の見直しを踏まえ、今後も継続して各種団体等への支援等により一層クラブの育成を促進する必要
がある。

一　般　財　源

□

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

Ⅰ

Ⅰ（Ｈ26.3現在）　９市５町　２４クラブ

指標

24 7.6％

[事業目的]

　各種団体等が実施する体育・スポーツの振興を図るために要する経費について支援

　・福井県スポーツ推進委員協議会補助金
　・福井県レクリエーション協会補助金
　・福井県体育施設協会負担金補助金
　・北陸地区体育指導委員研修会補助金（２３年度開催）

[予算額および指標の推移等]

２５年度

64
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

△ 0.1％ Ⅲ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 17 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ H15 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 11 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,363 7,500 8,282 8,881

1,363 8,284 7,082 7,856

1,363 8,206 6,173 6,308

18 20 23 24

3,670 10,849 11,233 11,742

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

1,230

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

　福井運動公園事務所に広域スポーツセンターを設置し、事業を実施。
　　　１　育成連絡協議会の開催　　２　センター職員によるクラブ創設・育成支援　　３　クラブ育成のための人材育成　　４　県民への広報
　　　５　スポーツ情報ネットワークの運用
　　/22～/24　広域スポーツセンター機能強化を実施（国庫委託）
　　　１　指導者養成支援を実施　　２　地域のアスリート育成支援を実施
　　/22～/24　広域スポーツセンター指導者派遣等を実施（ｔｏｔｏ助成）
　　　１　クラブ育成に向けた指導者派遣等

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

事務区分経過年数元気な県政

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅰ

総合型地域スポーツクラブ設立状況（H26.3現在）
　鯖江市　3、越前市　8、大野市　1、福井市　2、越前町　1、勝山市　1、
　坂井市　1、あわら市　1、敦賀市　1、池田町　1、若狭町　1、永平寺町　1、
　小浜市　1、南越前町　1

Ⅰ7.6％

 〕　／　整備目標

目標値、指標の設定が困難

完　　了

□

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

1,230

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　各市町に総合型地域スポーツクラブの育成を図るため、福井運動公園事務所内に県広域スポーツセンターを開設し、いつでもどこでもスポーツに親しむことができる生涯スポーツ社会の実現を目指す。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

/22～/24
　センター機能強化のため、トップレベル競技者育成や指導者資質向上に関する
　支援を実施。（国庫委託、ｔｏｔｏ助成事業の廃止）

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

■

見　直　し　額

□

50.7％

　平成26年3月現在で県内において24クラブが設立されており、各地域での組織づくりに向けた取
り組みが進むほか、福井市や坂井市（三国町）で新たなクラブ創設に向けた活動が実施されてい
る。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

広域スポーツセンター事業

縮　　減

特　記　事　項

（Ｈ26.3現在）　９市５町　２４クラブ

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

　生涯スポーツ社会を実現するためには、多世代、多様な技術・技能および興味や目的を持った者
が参加できるクラブの設立および育成が必要である。
　今後は25年７月に策定した「福井県スポーツ推進計画」にあわせて、クラブの創設・育成支援な
どにより、生涯スポーツの振興を図っていく。

1,021

209

24

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ会員数

105.0％

活動

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

1,230

159.8％

11,634

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

総合型地域ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞ数

95.4％

指標

－ 18 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

2 □ □ S40 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 49 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

685 616 553 497

450 616 0 497

450 616 0 497

12,562 12,405 11,755 11,347

25.1 25.1 24.2 24.0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

153

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

/23　台風の影響により、県スポーツ少年大会の開催中止
　　　東日本大震災の影響により、日独スポーツ少年団の交流中止

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

平成25年度予算額

153

　指導者の資質向上、集団研修事業などが実施され、青少年の健全育成の上で、望ましい活動が推
進されている。

8.8％

成果

団員数（人）

小学生加入率（％）

11,148

■

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） /19～　傷害保険加入率が100％となったため、傷害補償補助金を廃止

153

△ 24.9％

8.8％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

元気な県政

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

国　庫スポーツ少年団育成費

　地域における青少年の健全育成のうえで、スポーツ少年団の役割は重要である。今後、スポーツ
少年団の活動を一層活性化するとともに、指導者の育成等、組織の整備・充実を図る必要がある。

一　般　財　源

□

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

Ⅲ小学生団員数／全児童数（公立）

指標

23.8 △ 1.3％

[事業目的]

　スポーツ少年団組織の確立と各種事業を推進するとともに、青少年の健全な育成を図る。

　１　福井県スポーツ少年団補助金
　２　日独スポーツ少年団同時交流事業補助金

[予算額および指標の推移等]

２５年度

153
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

△ 2.9％ Ⅲ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 19 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ S41 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 48 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

630 737 627 450

630 1,247 880 450

230 1,200 860 350

10 23 35 47

32 34 30 24

30 32 23 22

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

700

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

　・海外遠征激励金
　　　スポーツに関する国際試合等に国を代表して参加する本県関係者を激励する
　　（激励金受給対象者：①本県在住県民、②本県出身で県外大学の在学生、③その他）
　　（交付対象大会等　：オリンピック、世界選手権大会、アジア競技大会、国外遠征など）

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

事務区分経過年数元気な県政

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅰ

Ⅰ

/23～/30　競技力向上対策本部設立により選手強化対策委員会を休止

Ⅰ△ 8.5％

 〕　／　整備目標

完　　了

□

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

450

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　国民体育大会をはじめ、各種スポーツ大会において優秀な成績を収めるため、選手強化対策を計画的に実施し、本県の競技力の向上とスポーツの振興を図る。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

・強化対象競技、強化方法の見直しを継続的に実施
/17～　知事激励会、競技力向上備品の修繕を休止

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

■

見　直　し　額

□

△ 8.6％

　本県の競技力が向上しており、国民体育大会をはじめとする全国大会において優秀な成績を収め
ている。また、オリンピック選手や日本代表選手も輩出している。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

競技力向上費

縮　　減

特　記　事　項

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

　本県選手が、国体等の大会で活躍することは、夢と感動を与え、スポーツに対する関心等にも寄
与することから、今後も事業を継続し競技力向上とスポーツ振興を図らなければならない。今後
は、競技力向上対策計画に基づき、競技力向上対策本部による計画的な選手強化等を実施していく
こととしたい。

72.2％

700

24

国体皇后杯順位

6.5％

活動

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

700

111.4％

22

海外遠征人数（人）

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

国体天皇杯順位

△ 6.5％

指標

59

－ 20 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ H23 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ ■ 3 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

3,001 2,623

1,787 2,623

1,564 2,051

5 4

30 24

23 22

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　平成30年の福井国体に向けて、競技力向上基本計画ならびに推進計画に基づき、本部による各競
技団体等の評価や指導を継続して実施した。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

拡　　充 □ 縮　　減 □

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□

　今後も継続して基本計画等に基づき、計画的かつ着実な競技力向上対策の実施および評価見直し
等を行い、「開催県にふさわしい成績」の獲得、国体後の恒久的な競技スポーツ振興を目指してい
く。 見　直　し　額

一　般　財　源

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円） 3,939 /25～　福井国体に向けたテレビ広報番組の展開
　　　　（福井国体に出場する少年種別選手の活躍をクローズアップ）

財源内訳

国　　　　　庫

その他特定財源 3,939

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

△ 10.0％ Ⅰ

指標 国体皇后杯順位 22 △ 2.2％ Ⅱ

の推移 成果 国体天皇杯順位 24

普及強化委員会の開催を含む Ⅳ

事業効果 指標

活動 本部委員会等の開催 4 △ 10.0％

18.8％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 3,939 48.5％

決 算 額 の 推 移 31.1％

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

　・福井県競技力向上対策本部の運営
　　　県、市町、県体育協会、各競技団体、学校体育団体、企業等と連携を図り、競技力向上のための規格及び事業を実施し、実施状況の分析・評価を行い、各団体に対し適切な指導や助言を行う。
　　（本部委員会）本部長１、副本部長１、委員１３、幹事２　計１７名
　　（普及強化委員会）委員長１、委員２４　計２５名

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 3,939

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

法定受託事務

[事業目的]

　平成３０年に本県で開催される第７３回国民体育大会に向けて、競技力向上基本計画（平成２３年９月策定）に基づき、競技力向上対策を計画的かつ着実に進めるため、
　福井県競技力向上対策本部を設置する。

含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

［事業内容］

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 競技力向上対策本部事業

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化 その他 そ の 他

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

－ 21 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

4 □ ■ S41 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 48 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

180,000 200,000 220,000 272,000

179,470 198,255 215,224 272,480

178,137 192,010 210,629 266,579

32 34 30 24

30 32 23 22

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

■
［活動指標、成果指標に対する評価］

178,140

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

161,600

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

平成25年度予算額

339,740

　本県の競技力が向上しており、国民体育大会をはじめとする全国大会において優秀な成績を収め
ている。また、オリンピック選手や日本代表選手も輩出している。

14.7％

△ 6.5％22国体皇后杯順位

成果 国体天皇杯順位

□

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

目標値、指標の設定が困難

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） 平成30年国体対策の拡充
/22～20,000千円（育成指定強化他）、/23～20,000千円（成年アスリート強化）
/24～92,000千円（競技力向上備品整備他）
/25～161,600千円（ジュニアアスリート強化、スーパーアドバイザー配置他）

339,740

17.6％

17.6％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

元気な県政

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

国　庫競技力向上対策事業費

　本県選手が、国体等の大会で活躍することは、夢と感動を与え、スポーツに対する関心等にも寄
与することから、今後も事業を継続し競技力向上とスポーツ振興を図らなければならない。今後
は、競技力向上対策計画に基づき、競技力向上対策本部による計画的な選手強化等を実施していく
こととしたい。

一　般　財　源

□

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

Ⅰ

Ⅰ

指標

24 △ 6.4％

[事業目的]

　国民体育大会をはじめ、各種スポーツ大会において優秀な成績を収めるため、選手強化対策を計画的に実施し、本県の競技力の向上とスポーツの振興を図る。

　・国体強化対策（１　国体強化対策、２　プレ強化）
　・ジュニア対策（１　ジュニア育成強化）
　・特別強化対策（１　優秀指導者配置支援、２　スポーツ医・科学研究推進、３　特定競技種目強化、４　優秀選手等サポート）
　・３０国体対策（１　指導者育成、２　「チームふくい」成年アスリート強化、３　競技力向上備品整備、４　運動部活動強化、５　「チームふくい」ジュニアアスリート強化、
　　　　　　　　　６　優秀指導者確保対策推進、７　スーパーアドバイザー配置、８　クラブチーム・企業チーム強化、９　ふるさと選手支援）
　・その他（スポーツ情報公表）

[予算額および指標の推移等]

２５年度

341,600
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 22 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ □ H22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 4 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

1,000 1,000 1,000

1,000 800 1,000

1,000 700 700

10 7 7

35.0 36.8

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

1,000

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

　・中央団体などが実施する中央研修等に、生涯スポーツ競技団体の指導者・審判員を派遣。
　・受講した指導者・審判員は、習得した技能を県内各地に普及するための伝達講習会を開催。
　・また、伝達講習会等で習得した技能の実践の場として、生涯スポーツ競技団体が開催する大会や実技講習会などに指導者を派遣。

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

事務区分経過年数元気な県政

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅳ

Ⅰ5.1％

 〕　／　整備目標

完　　了

□

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

1,000

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　いつでも、どこでも、いつまでもスポーツに取り組める生涯スポーツ社会の実現のため、関係団体の普及・組織強化を目指し、スポーツ実施率の向上および生涯スポーツの振興を図る。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

/24～　指導者養成による組織強化を促進

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

■

見　直　し　額

□
　生涯スポーツの振興に向けて、普及活動を実施するなど団体の組織強化に寄与している。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

生涯スポーツ普及促進支援事業

縮　　減

特　記　事　項

県内不特定多数の2,500人に調査（県政マーケティング調査）

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

　引き続き生涯スポーツ団体等の普及・組織強化を促進するため、団体における指導者養成に向け
た研修会等の支援を継続していかなければならない。
　今後は25年７月に策定した「福井県スポーツ推進計画」に基づき、生涯スポーツの振興を図って
いく。

△ 14.8％

1,000

1.7％

活動

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

1,000

△ 15.0％

普及活動実施団体数

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

スポーツ実施率（％）

0.0％

指標

6

－ 23 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ H25 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 1 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　今後は、小学校への指導者派遣を継続するほか、中学校授業で国体競技を体験する機会を設ける
など、小・中学校で運動好きな子どもを育てていく。また、働き盛りや子育て世代等のスポーツ参
加を促進するため、「ふくい（291）スポーツチャレンジ」の普及を行うほか、市町のスポーツ教
室等へ指導者を派遣し、質の高いスポーツを提供し、運動習慣の定着を図る。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　指導者を派遣した運動遊びや伝承遊びなどの活動により、運動を得意としない児童が積極的に体
を動かすようになった。また、地域クラブや保育園、公民館などで開催した研修会を受け、受講者
独自に講師を依頼するなど継続的なスポーツ実施への活動が促進された。 □ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

■ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫

その他特定財源

一　般　財　源 1,256

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 1,256

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 スポーツ実施率（％） 県内不特定多数の2,500人に調査（県政マーケティング調査）

事業効果 指標 地域クラブ等指導者研修会（回数） 6

決 算 額 の 推 移

活動 小学校への指導者派遣（学校数） 50

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 1,256

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 1,256

法定受託事務

[事業目的]

　福井国体に向けて、スポーツ好きな児童を増やすとともに、子どもから高齢者まで、それぞれの体力や生活時間にあった運動習慣の定着を促進する。

［事業内容］

　（１）スポーツ大好きふくいっ子の育成
　　　・放課後スポーツ活動の推進　　全小学校で学校ごとに運動遊びや伝承遊び等を年間通じて週１回以上１時間程度放課後に実施するほか、冬季の外遊びとして、様々な雪遊びを児童に教えるための
　　　　　　　　　　　　　　　　　　教員研修会を開催するとともに、特に体力がついていない児童が多い約５０校にスポーツ指導者を派遣
　　　・１日１時間以上、体を動かす「アクティブワン活動」の実施　　児童がそれぞれの運動目標を「アクティブワンカード」に記入し、教員や保護者が児童の取組を励ますことで活動を推進
　
　（２）県民の運動習慣の定着
　　　・地域クラブや保育士、企業などで運動することを指導できる人に対して、指導者研修会を開催することで運動する機会を広げる

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 １県民１スポーツ普及事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化 その他 そ の 他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

－ 24 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ □ H17 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 9 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

13,500 14,830 13,500 13,500

13,500 14,830 13,500 13,500

13,500 14,830 13,500 13,500

28,499 30,480 29,793 32,520

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

13,500

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

　・市町対抗の部　－　市町代表選手による種目別競技
　・交流の部　－　一般参加による種目別競技
　・高等学校の部　－　高校生による種目別競技
　・中学校の部　－　中学生による種目別競技
　・小学校の部　－　小学生による種目別競技
　・親子体験スポーツ祭　－　平成30年福井国体に向けた競技等の体験イベント

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

事務区分経過年数元気な県政

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅰ5.4％

 〕　／　整備目標

目標値、指標の設定が困難

完　　了

□

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

13,500

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　これまでの「県民体育大会」および「県スポーツ・レクリエーション祭」を統合し、県民の誰もが気軽に参加できるスポーツ大会を実施する。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

/17～　県民体育大会を県民スポーツ祭に拡充
/23～　総合開会式の講演会を見直し、親子体験イベントを開催
/24　　 親子体験スポーツ祭についてスポーツふくい基金繰入金充当（400千円）

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

□

見　直　し　額

■
　実施方法の工夫により、県民の誰もが参加しやすいものとし、県民がスポーツに親しむことがで
きる生涯スポーツ社会の実現に寄与していく。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

県民スポーツ祭開催事業

縮　　減

特　記　事　項

（H26.3現在）

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

　今後は25年７月に策定した「福井県スポーツ推進計画」に基づき、生涯スポーツの振興を図って
いくため、各市町の体験型スポーツイベントの情報を一元発信するほか、冬季において気軽にス
ポーツ活動が体験できる「スポーツファミリー体験フェスタ」を開催するなど、年間を通じたス
ポーツ実施を推進していく。

13,500

35,104

0.2％

活動

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

13,500

0.3％

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

参加者数

0.2％

指標

－ 25 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

10 □ □ S22 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ ■ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 67 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

116,567 120,568 88,883 83,233

111,415 73,419 78,583 64,860

110,041 68,963 78,176 63,104

32 34 30 24

30 32 23 22

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

87,513

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

平成24年4月1日～　公益財団法人　福井県体育協会

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

平成25年度予算額

87,513

　各種大会で本県選手が活躍することは、スポーツの普及・振興と県民に夢と感動を与える大きな
役割を持っている。

△ 14.4％

△ 6.5％22国体皇后杯順位

成果 国体天皇杯順位

■

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

目標値、指標の設定が困難

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円）

87,513

△ 1.5％

△ 2.4％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

元気な県政

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

国　庫各種競技団体および大会補助

　各種大会への参加人数の精査などを踏まえ、本県スポーツの普及・振興ならびに恒久的な競技ス
ポーツ振興を図るため、今後も各事業を継続していかなければならない。

一　般　財　源

□

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

Ⅰ

Ⅰ

指標

24 △ 6.4％

[事業目的]

　各種競技団体が行う事業・大会開催等に補助し、スポーツの振興を図る。

　１ （公財）福井県体育協会補助金
　２　国民体育大会派遣費補助金　３　北信越国民体育大会派遣費補助金　４　北信越国民体育大会負担金
　５　アイスホッケー競技会北信越・東海ブロック大会派遣費補助金　６　フィギュアスケート競技会派遣費補助金
　７　常陸宮賜杯第６４回中部日本スキー大会補助金　８　東日本ソフトテニス選手権大会補助金　９　日本マレットゴルフ選手権大会補助金

[予算額および指標の推移等]

２５年度

102,582
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 26 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ H元 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 □ □ － 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 ■ □ 25 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

4,764 4,764 4,764 4,790

4,764 4,764 4,497 4,538

4,764 4,764 4,430 4,078

884 909 866 836

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

教育 スポーツ保健

国　庫

県　単

4,129

事　業
開　始
年　度

実行予算

補 助 金
事 業
区 分

結果分類

　
　　７学科１４コース（定員　９６０名）
　　　柔道・剣道・空手は各々年間８０回開催
　　　弓道、なぎなた、銃剣道、相撲は各々年間４０回開催

区　　　　　　分

部（庁）

事業終了
予定年度

事務区分経過年数元気な県政

特別会計
企業会計

会計区分
一般会計

〕　　　＝　　　〔

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平均伸び率

Ⅲ△ 1.0％

 〕　／　整備目標

目標値、指標の設定が困難

完　　了

□

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化

4,228

その他

[予算額および指標の推移等]

２５年度

［事業内容］

　武道を学ぼうとする者を対象に、正しい技能と基礎的な理論を指導し、心身ともに健全な人格形成を図る。

□

□ そ の 他

□ 休　　止

/15～　相撲の実施
/16～　年度末に学園参加小学生による「武道大会」を実施
/24～　1コース増（弓道：小学5・6年　夜の部）により7学科14コース

廃　　止

評価に基

づく今後

の 対 応

一　般　財　源

終期の見直し

財源内訳

整理統合

［活動指標、成果指標に対する評価］
拡　　充

継　　続 □

□

□

含まれる事業数

■

見　直　し　額

□
　募集定員（960名）に対して847人（88.2％）の受講があり、武道の普及・振興が図られている。

国　　　　　庫

その他特定財源

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

そ の 他

事      業      名

法定受託事務

武道学園事業

縮　　減

特　記　事　項

[事業目的]

千　円

[事業の評価]

予　算　額　（単位：千円）

平成25年度予算額

指標

計 画 の 達 成 状 況

所属の

方　針

事業効果

の推移

　県立武道館を武道の普及・振興やスポーツ活動参加の場所として広く県民利用を促進するため、
今後も継続して学校への周知を含めて受講者増に努めていく。

91

4,038

847

△ 3.4％

活動

決 算 額 の 推 移

区　　　　　　分 事業開始後の見直し状況

4,129

△ 5.0％

成果

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

受講者数

△ 2.8％

指標

－ 27 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

1 □ ■ H15 年度 ■

□ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ － 年度

■ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 11 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

106 106 106 106

106 106 106 106

51 100 106 94

2 2 2 2

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

継　　続

拡　　充

所属の

方　針 そ の 他

見　直　し　額

□

□
［活動指標、成果指標に対する評価］

106

千　円

[事業の評価]

財源内訳

国　　　　　庫

/23　 クレー射撃場環境対策基本計画策定
/24　 同射撃場の実施設計、土壌調査

評価に基

づく今後

の 対 応
整理統合

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

その他特定財源

指標

区　　　　　　分

計 画 の 達 成 状 況

決 算 額 の 推 移

事業効果

活動

平成25年度予算額

106

　水質モニタリング調査を継続して実施しているが、全ての調査地点が環境基準値内であり、鉛散
弾による周辺の水質環境への影響はない。

30.3％

成果

モニタリング調査回数 2

■

法定受託事務

事業終了
予定年度

 〕　／　整備目標

実行予算

補 助 金

そ の 他

特　記　事　項

含まれる事業数
事　業
開　始
年　度

予　算　額　（単位：千円） /17　　15～16年度に改修した汚染土壌の処分を実施（単年度）
/18～　水質モニタリングのみ継続

106

0.0％

0.0％

事業開始後の見直し状況

の推移

事      業      名

その他

県　単 事務区分

区　　　　　　分

［事業内容］

平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等

（単位：千円）

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ

福井新々元気宣言に
おける位置付け

自 治 事 務

所　　属

事 業
区 分

教育

国　庫県立射撃場環境保全応急対策事業

　クレー射撃場の再開に向けて、鉛散弾による環境汚染の再発を防ぐため、整備に向けた検討を進
めているが、環境監視については継続して行い、近隣住民に対する情報提供を行っていくこととし
たい。

一　般　財　源

□

□ 終期の見直し

□

□

□

廃　　止

□

休　　止

〕　　　＝　　　〔

縮　　減

完　　了

目標値、指標の設定が困難

指標

[事業目的]

　県立射撃場にかかる環境保全対策（鉛汚染対策）について、鉛の除去という抜本的対策を講ずるまでの間の応急的対策を図る。

　・射撃場内の水質モニタリング調査

[予算額および指標の推移等]

２５年度

106
結果分類

当 初 予 算 額 の 推 移

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移

0.0％ Ⅱ

部（庁）

一般会計
特別会計
企業会計

会計区分

経過年数

スポーツ保健

－ 28 －



別紙１

■
□ （ ）
□ （ ）

課(室) 普及・強化 Ｇ

2 ■ ■ H24 年度 ■

■ 有 →ビジョン 〔 〕 ■ □ H27 年度

□ 無 　政　　策 〔 〕 □ □ 2 年 □

２１年度 ２２年度 ２３年度 ２４年度

7,600

0

0

〔目標名〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　 年度整備水準〔　　 年度　〔 〕

　文化庁協議を円滑にすすめ、出来るだけ早期に供用開始できるよう努めていく。

見　直　し　額 千　円

□ 整理統合 □ 廃　　止 □ そ の 他

終期の見直し
　平成３０年の国体に向けて円滑な整備が可能となるよう、設計業務を完了することができた。

■ 継　　続 □ 休　　止 □ 完　　了

［今後の事業展開に関する考え方、見直し内容］

[事業の評価]

所属の

方　針

［活動指標、成果指標に対する評価］

評価に基

づく今後

の 対 応

□ 拡　　充 □ 縮　　減 □

国　　　　　庫 21,071

その他特定財源

一　般　財　源 389

〕　　　＝　　　〔

区　　　　　　分 平成25年度予算額 事業開始後の見直し状況 特　記　事　項

予　算　額　（単位：千円） 21,460

財源内訳

計 画 の 達 成 状 況  〕　／　整備目標

指標

の推移 成果 目標値、指標の設定が困難

目標値、指標の設定が困難

事業効果 指標

決 算 額 の 推 移

活動

区　　　　　　分 ２５年度 平均伸び率

目標値、指標の積算根拠等 結果分類
当 初 予 算 額 の 推 移 24,731 225.4％

２ 月 現 計 予 算 額 の 推 移 21,460

法定受託事務

[事業目的]

　県立漕艇場（久々子湖）・ボートハウスの改修・改築により、国体の主力競技の一つであるボート競技の拠点を整備する。

［事業内容］

（１）ボートハウス
　　・改築に向けた基本設計、実施設計（「名勝三方五湖」にかかる文化庁協議に向けた景観対策検討会の開催を含む）

（２）漕艇場
　　・改修に向けた実施設計（日本ボート協会公認Ｂ級コース　1500ｍ×６コース）

[予算額および指標の推移等] （単位：千円）

事　業
開　始
年　度

事業終了
予定年度

事務区分

自 治 事 務

福井新々元気宣言に
おける位置付け

元気な県政 県　単 補 助 金 経過年数

事      業      名 県立漕艇場・ボートハウス整備事業 含まれる事業数
事 業
区 分

国　庫 実行予算

国体めざす県民スポーツ、生活のなかに楽しむ県民文化 その他 そ の 他

平　成　２５　年　度　事　務　事　業　カ　ル　テ
会計区分

一般会計
特別会計
企業会計

所　　属 教育 部（庁） スポーツ保健

－ 29 －


